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【課題】 人生100年のライフデザイン

・・・人生100年をどう生きていけるか？特に延⻑された高齢期の生活を？

・・・65歳でリタイアしても残りの人生は30-40年

あなたはリタイアした後、どうしますか？

何がしたいですか？何ができそうですか？

1．個人の課題⇒後半人生の生き方改革！
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・・・世間を賑わす「⽼後2000万円不⾜」問題！

（2019.6.2日経新聞朝刊）
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溜めるか？ 備えるか？

殖やすか？ 節約するか？

引っ越すか？

■では、どうすれば・・・？

マイホームを現⾦化
リバースモーゲージ
リースバック
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＜課題＞

■人生100年時代
⻑寿の可能性⇒リスクに▲

－少ない年⾦で家計を切り詰める
さらに、将来不安で使えない

■高齢期の世代内格差は拡大
特に高齢単⾝⼥性は心配
※今後、当該層は増え続ける

■現在の若・中年層の将来が
より深刻
－所得代替率・年⾦⽔準、無・低
年⾦者の増加懸念

＜解決方向・政策課題＞

■生涯現役社会の実現！
最大の所得保障は「就業」
⇒⻑寿時代に相応しいライフ
コース・生き方の確⽴！

■生活困窮者（生活保護まで
至らない手間の層）への支援強化
－働きたくても働けない層への対応

■住宅の社会保障化

資料：国連（NU ESCAP) 持続可能な高齢社会に関する国際会議「日本の高齢者の経済環境と政策課題」（2015.11）で提示したスライドを一部修正

■では、どうすれば？・・・最大の所得保障は「就業」！ 2．生涯現役社会の必要性
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『超』高齢化する未来社会
〜人生100年時代〜

「生涯現役社会」の実現なくして、未来はない！
■個人のセカンドライフの空洞化問題 ■社会の支え合いバランスの問題

� 活躍できるのにできない
（＋高齢者の若返り）

� 閉じこもり、孤⽴死
� 貧困、下流⽼人
� 生きがい喪失

� 「肩⾞」はありえない
� 貴重な社会資源の喪失
� 活躍の継続こそ健康⻑寿
の最大の予防

� 経済・地域⼒強化に必要

高齢化課題先進国

※内閣官房「⼀億総活躍社会の実現に関する意⾒交換会」（2015.11.17）にて提示したスライド

（残り15年）

■生涯現役社会の効果（高齢化課題解決の最大のポイント）
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「生涯現役社会の実現」

⇒個人のセカンドライフの問題と地域・社会の課題を同時に解決！

個人

健康・予防

生きがい

収入

つながり

居場所

社会社会社会社会

生産者

消費者

納税者

孤立防止

医療・福祉財政

地域力

社会の支えあいバランス

3．【厚生労働省】 生涯現役社会づくりの論点整理
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【厚⽣労働省】 「生涯現役社会の実現に向けた雇用・就業環境の整備に関する検討会」
（2014/11〜2015/6）（座⻑：清家篤 慶應義塾⻑）

（ⅰⅰⅰⅰ）企業における高年齢者の雇用の促進

（ⅱⅱⅱⅱ）職業生活設計と能⼒開発の支援

（ⅲⅲⅲⅲ）中高年齢者の再就職の支援

（ⅳⅳⅳⅳ）地域における多様な雇用・就業機会の確保

（ⅴⅴⅴⅴ）シルバー人材センターの機能強化

企業

市場

地域
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3．【新たな論点】人生100年時代における生き方・活躍の仕方の「選択」

100歳65歳50歳 75歳20歳 85歳

生計就労（〜65歳）

生計就労（〜70歳）

【論点】 社会としてどのような生き方・活躍の仕方のモデルを理想と考え、
そのために社会制度・システムを変革していくか？

【論点】 社会としてどのような生き方・活躍の仕方のモデルを理想と考え、
そのために社会制度・システムを変革していくか？

生計就労（〜65歳） 生きがい就労＠地域

ﾊﾟﾀｰﾝA

ﾊﾟﾀｰﾝB

ﾊﾟﾀｰﾝC

ﾊﾟﾀｰﾝD

従来型単線モデル

単線延⻑モデル

生計→生きがい就労モデル

マルチキャリア流動モデル

＜参考＞【政策方向】 70歳までの就業機会の確保
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現行法

60歳 65歳 70歳

改正案（骨格）改正案（骨格）改正案（骨格）改正案（骨格）

④他の企業への再就職の実現
（子会社、関連会社以外）
⑤個人とのフリーランス契約
への資⾦提供
⑥個人の起業支援
⑦個人の社会貢献活動参加へ
の資⾦提供

＋

①定年廃止
②65歳以上への定年引上げ
③継続雇⽤制度導入
（希望者全員）

「70歳までの就業機会確保」に向けて、下記内容で閣議決定がなされた
（2019.6.21「成⻑戦略実⾏計画」）

「70歳までの就業機会確保」に向けて、下記内容で閣議決定がなされた
（2019.6.21「成⻑戦略実⾏計画」）

④雇用

⑤⑥
様々な
就業

⑦
社会
参加

企業が支援【努⼒規定】

＜参考＞企業が検討していること
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定年を引き上げるか
（なくすか）？

定年後の人をどうするか？
（誰にいつまでどうやって？）

定年の廃⽌

70歳定年

60歳定年

65歳定年
65歳までの
継続雇用

（希望者全員）

年齢上限なし
の継続雇用等

●歳までの
継続雇用等

希望者全員

基準該当者
のみ

3％

16％

（66歳以上定年）

6％

10％

××××

2％

？？？？

【パターンC】人生100年時代の理想の生き方・活躍の仕方（イメージ）
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100歳65歳

人⽣100歳時代

50歳 75歳20歳 85歳

生計就労 生きがい就労
生きがい就労生きがい就労生きがい就労生きがい就労

正業以外の活動

年金（経済基盤）年金（経済基盤）年金（経済基盤）年金（経済基盤）

セカンドキャリア準備 WLB充実（活躍・学ぶ・楽しむ・休む）

通過点 ３５年

（考えるべきこと）
リタイアした後、何がしたいですか？

“たった１回の人生”
可能性は限りない！



〜プロジェクトの舞台〜

千葉県柏市千葉県柏市千葉県柏市千葉県柏市

都心から都心から都心から都心から30303030キロ圏。電車でキロ圏。電車でキロ圏。電車でキロ圏。電車で3333----40404040分。東京近郊都市として発展分。東京近郊都市として発展分。東京近郊都市として発展分。東京近郊都市として発展

昭和昭和昭和昭和30303030年代後半より急激に人口増．現在人口約年代後半より急激に人口増．現在人口約年代後半より急激に人口増．現在人口約年代後半より急激に人口増．現在人口約40404040万万万万

高齢化率高齢化率高齢化率高齢化率 2010201020102010年約年約年約年約20%20%20%20%→→→→2030203020302030年約年約年約年約32%32%32%32%

豊四季台地域豊四季台地域豊四季台地域豊四季台地域

ＪＲ柏駅の西側、徒歩約ＪＲ柏駅の西側、徒歩約ＪＲ柏駅の西側、徒歩約ＪＲ柏駅の西側、徒歩約12-20分に位置する旧公団開発の大規模賃分に位置する旧公団開発の大規模賃分に位置する旧公団開発の大規模賃分に位置する旧公団開発の大規模賃

貸団地「豊四季台団地」（管理開始昭和３９年）およびその周辺の住貸団地「豊四季台団地」（管理開始昭和３９年）およびその周辺の住貸団地「豊四季台団地」（管理開始昭和３９年）およびその周辺の住貸団地「豊四季台団地」（管理開始昭和３９年）およびその周辺の住

宅地でマンションや戸建てが混在。宅地でマンションや戸建てが混在。宅地でマンションや戸建てが混在。宅地でマンションや戸建てが混在。

豊四季台団地は高齢化率豊四季台団地は高齢化率豊四季台団地は高齢化率豊四季台団地は高齢化率40%、周辺地域は、周辺地域は、周辺地域は、周辺地域は20%弱。弱。弱。弱。
団地は現在ＵＲ都市機構による建替えが進んでいる。団地は現在ＵＲ都市機構による建替えが進んでいる。団地は現在ＵＲ都市機構による建替えが進んでいる。団地は現在ＵＲ都市機構による建替えが進んでいる。
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柏市豊四季台地域高齢社会総合研究会 協定の締結

2010年５⽉から５ヵ年
１ 在宅医療の推進
２ 在宅医療を担う医療・介護職の育成
３ 生きがい就労・生きがい支援
４ ⽣涯学習
５ 高齢者等の住宅
６ 移動手段
７ その他，必要と認める事項

当初協定の主な連携事項

１ 在宅医療の推進
２ 在宅医療を担う医療・介護職の育成
３ 生きがい就労・生きがい支援
４ ⽣涯学習
５ 高齢者等の住宅
６ 移動手段
７ 生活支援サービス
８ 健康づくり・介護予防
９ その他，必要と認める事項

2015年５⽉から 継続中
変更後の主な連携事項

2010年当時，高齢化率が40%を越えていた豊四季台団地地域をモデルとして，「高齢社会の安心で豊かな暮し方・まちの
あり方」を柏市，東京大学，ＵＲ都市機構の三者で議論し，実践するために協定を締結

資料：柏市作成資料より
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柏市豊四季台地域高齢社会総合研究会 第1フェーズから第2フェーズへ

H22 23 24 25 26 27 28 29

【体制・ルールの構築】

【モデル開発】

【調査研究】

【普及と定着，質や機能の向上】

【⽣きがい就労の全市展開】

【フレイルチェックの実践・拡大・定着】

第1フェーズ 2010〜2015

在宅
医療

介護
予防

社会
参加

住まい

情報共有システムの構築
ICTを活⽤し，患者の情報を医療・介護職で共有し，多職種連携を推進

⽣活
支援

2千人の追跡健康調査
⇒フレイル予防プログラム開発

⽣きがい就労創成

拠点型サ高住の誘致

更なる在宅医療推進体制の構築
主治医・副主治医制の機能強化，訪看STの基盤強化

地域支え合い会議設⽴・運営支援

フレイル
チェック事業 フレイル予防プロジェクト2025

在宅医療・介護サービス拠点の検討
【豊四季台】

【各コミュニティエリア】

シルバー人材センターによる全市展開
セカンドライフプラットフォーム事業
（厚労省モデル事業第１期）

セカンドライフプラットフォーム事業
（厚労省モデル事業第２期）
【その他の地域】

市⺠への啓発
⺠⽣委員等地域住⺠への啓発，在宅医療情報誌「わがや」の発⾏

在宅医療を⾏う医師等の増加及び多職種連携の推進
顔の⾒える関係会議，在宅医療研修の開催等

在宅医療に対する負担を軽減するバックアップシステムの構築
主治医・副主治医制度の構築，病院のバックアップ機能を確保（10病院会議にて）

柏
地
域
医
療
連
携
セ
ン
タ
ー
開
業

多職種連携の質，機能の向上
「患者，家族の意思決定を支える」ためのプログラムの開発
総合特区事業所を核としたトータルヘルスケアステーションの創設

在宅医療への取り組み成果の⾒える化
ICTシステムから抽出した患者・家族の声等をHP等に掲載するなど，

市⺠が在医療のイメージをしやすい情報を発信

在宅医療・介護連携の評価指標の設定

14
資料：柏市作成資料より 15

在宅医療を推進して、地域を病院に

資料：柏市作成資料より



Ａ地区高齢者等 Ｂ地区高齢者等 Ｃ地区高齢者等 D地区高齢者等

地区社会福祉協議会
・地域支えあい会議

地区社会福祉協議会
・地域支えあい会議

地区社会福祉協議会
・地域支えあい会議

地区社会福祉協議会
・地域支えあい会議

フレイル予防の推進体制
柏フレイル予防プロジェクト２０２５推進委員会（H28.3⽉〜）

柏市医師会，柏⻭科医師会，柏市薬剤師会，東京大学IOG
ふるさと協議会，社会福祉協議会，⺠⽣委員児童委員，
健康づくり推進員，スポーツ推進委員，健康づくり活動団体，
東葛北部在宅栄養⼠会，在宅リハビリテーション連絡会，
地域包括支援センター，学識経験者，柏市
柏市（福祉政策課，地域包括支援課）
保健福祉部，保健所，⽣涯学習部，市⺠⽣活部，
地域づくり推進部，企画部 など

フレイル予防の普及・啓発と効果的な推進，地域における市⺠主体の活動の促進，
フレイル予防に係る関係機関の連携・調整等について協議を⾏う。

アドバイザー
委 員

事務局
推進部署

柏フレイル予防プロジェクト2025

16資料：柏市作成資料より

柏フレイル予防プロジェクト2025 関連事業

17資料：柏市作成資料より

プロジェクト目標
フレイル予防の概念の下，より早期からの「三位一体（栄養 ・ 運動 ・ 社会参加）」への
包括的アプローチにより，いつまでも健康で充実した⽣活を営める健康⻑寿のまちを目指す

フレイル予防の
担い手の増加

健康な
市⺠の
増加

フレイル予防
につながる
多様な活動
・場の増加

職能団体

フレイル予防の
活動・場・推進者

活動団体

住⺠組織

地域包括
支援センター

柏市

社会福祉
協議会

介護予防
センター

その他

連携連携

気づき・自分事化の場
フレイルチェック

フレイルチェックの担い手
フレイル予防サポーター

健康⻑寿
３つの柱

チェック・効果判定の場として活⽤

フレイル予防を促す環
境を構築

フレイル予防活動への参加

フレイル予防によるまちづくりの実現福祉

商業 都市

教育 地域

健康

既存事業の進化・⾒
える化

市⺠の意識・⾏動変容エビデンス基盤
【柏スタディ】

柏フレイル予防プロジェクト2025 目標

18資料：柏市作成資料より

１．柏市における「⻑寿社会のまちづくり」プロジェクト

19

東大ＩＯＧ-柏市-ＵＲ都市機構の共同事業（2009年度～）

柏市豊四季台地域をフィールドにした超高齢社会対応のモデル地域開発

テーマ・コンセプト⇒「Aging in Place」社会の実現

・・・住み慣れた地域で最期まで自分らしく老いることができる社会の実現

最期まで確かな安心を提供するための

【Ｂ】 「地域包括ケアシステム」

（在宅医療と連動したケアシステム）

引きこもらず外に出て人と集い楽しむ

【Ｃ】 「歩いて暮らせるコミュニティ」

（豊かなコミュニティスペースのまちづくり）

生きがいに溢れる豊かなセカンドライフ

実現のための

【Ａ】 「生きがい就労事業」



２．課題～現在進行しつつある都市部の高齢化

地域に活躍場所を求める

高齢者（リタイア層）

2012201220122012年年年年

団塊世代が団塊世代が団塊世代が団塊世代が65656565歳に到達歳に到達歳に到達歳に到達

地域の現状

○老人会、サークル・ボランティア活動、サロン等・・・利用は一部の高齢者

○友人と集まり余暇を過ごす、あるいは家に閉じこもる

・・・地域社会の貢献にはつながらない

都市（近郊）の急速な高齢化の問題。地域に活躍場所を求めるリタイア層

に対して地域はどのような準備を行うべきか？

高齢者のニーズを満たす高齢者のニーズを満たす高齢者のニーズを満たす高齢者のニーズを満たす

居場所・活躍場所は少ない居場所・活躍場所は少ない居場所・活躍場所は少ない居場所・活躍場所は少ない

高齢者を（自然に）外に引き出す工夫、

地域の担い手として活躍できる環境整備が必要

まだまだ元気！まだまだ元気！まだまだ元気！まだまだ元気！

今度は地域で今度は地域で今度は地域で今度は地域で

活躍したい活躍したい活躍したい活躍したい

サークルやサロン飛サークルやサロン飛サークルやサロン飛サークルやサロン飛

び込むにはび込むにはび込むにはび込むには

敷居が高い敷居が高い敷居が高い敷居が高い

何をしたら何をしたら何をしたら何をしたら

いいのやら？いいのやら？いいのやら？いいのやら？
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3．セカンドライフ空洞化問題⇒「就労」で課題を解決！

これらが両立する就労は、個人の心身の健康維持に寄与する

とともに地域社会の課題解決にもつながると予測

生計維持のための

就労（生計就労）
生きがい就労

交流・趣味・場

の創造・その他

◎働きたいときに無理なく楽しく働ける ＋ ◎地域の課題解決に貢献できる

新たな

就労の形

働く

高齢者、特に都市部リタイア層にとって最も抵抗の少ない社会参加のかたち

○現役時代から慣れ親しんだ生活スタイル

○帰属意識、社会的役割が明確に与えられる

リタイア層のライフスタイルに応じた働き方が必要

○無理なく、出来る範囲で働く・・・就労時間、場所、内容の調整

○地域貢献、趣味を活かす、人との関わりを求める

・・・生計労働から「生きがい労働」へ

一方で・・・一方で・・・一方で・・・一方で・・・

21

４．「生きがい就労」開発実績〜事業者の開拓と雇用実現

22

５領域８事業を開拓。のべ230名超の生きがい就労者の雇用を実現！５領域８事業を開拓。のべ230名超の生きがい就労者の雇用を実現！

※2013※2013※2013※2013年３月末実績値年３月末実績値年３月末実績値年３月末実績値

柏

市

豊

四

季

台

地

域

高

齢

社

会

総

合

研

究

会

休耕地を利用した

都市型農業事業

団地敷地内を利用した

ミニ野菜工場事業

生活支援・生活充実事業

建替後リニューアル団地における

屋上農園事業

コミュニティ食堂

保育・子育て支援事業

「柏農えん」 ＬＬＰ※

※柏市農業者有志により結成された有限責任事業組合

【参加・協力】 ㈱ゼンショーホールディングス

杉浦環境プロジェクト㈱

東京海上日動ベターライフサービス㈱

農農農農

農農農農

農農農農

食食食食

保育保育保育保育

支援支援支援支援

柏

市

Ｕ

Ｒ

都

市

機

構

東

京

大

学

全

体

事

業

統

括

組

織

全

体

事

業

統

括

組

織

福祉サービス事業
社会福祉法人 小羊会など

（特別養護老人ホーム 柏こひつじ園）

福祉福祉福祉福祉

亀井工業ホールディングス㈱

（２０１４年度に公募で採択。事業開始はＵＲ団地内

商業街区の建替後）

36名

25名

15名

65名

学童保育事業

学校法人くるみ学園など
20名

保育保育保育保育

一般社団法人 セカンドライフ・ファクトリー
6名

（開拓した事業） （事業の担い手）

活動のエンジン！
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★★★★活躍するシニア活躍するシニア活躍するシニア活躍するシニア★★★★
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＜「読み聞かせ」の模様＞＜「読み聞かせ」の模様＞＜「読み聞かせ」の模様＞＜「読み聞かせ」の模様＞

★★★★活躍するシニア活躍するシニア活躍するシニア活躍するシニア★★★★

＜英対話を教える（上）・英語あそび（下）をする高齢者＞＜英対話を教える（上）・英語あそび（下）をする高齢者＞＜英対話を教える（上）・英語あそび（下）をする高齢者＞＜英対話を教える（上）・英語あそび（下）をする高齢者＞

学童・塾講師 保育・子育て支援

５．生きがい就労開発のプロセスとポイント

25

就労セミナー
■セカンドライフの新たなチャレンジ

の動機づけ

生きがい就労

住⺠と事業者をつなぐ
中間支援の機能

開拓⼒

コーディネート⼒

提案⼒

■地元の事業者へアプローチ

■ジョブコーディネータの活躍

■ワークシェアリング、業務分析

高齢者の活躍場の開拓
■お願いではなく、事業に活かす視点で

生きがい就労の実践

■キャリアを活かす－英対話を教える

■新たなキャリアにチャレンジ
－農業を楽しむなど

■現役をサポートして活躍する

６．事業者と就労シニアの声（評価）

26

� 「早朝や午後の少しだけ「早朝や午後の少しだけ「早朝や午後の少しだけ「早朝や午後の少しだけ短時間の労力短時間の労力短時間の労力短時間の労力が欲しいときにシニアの就労は助かる（短時間だけでが欲しいときにシニアの就労は助かる（短時間だけでが欲しいときにシニアの就労は助かる（短時間だけでが欲しいときにシニアの就労は助かる（短時間だけで

は若者を雇用できない）」は若者を雇用できない）」は若者を雇用できない）」は若者を雇用できない）」

� 「若者は教育コストがかかるが、高齢者はかからない、「若者は教育コストがかかるが、高齢者はかからない、「若者は教育コストがかかるが、高齢者はかからない、「若者は教育コストがかかるが、高齢者はかからない、即戦力即戦力即戦力即戦力として活躍してもらえる」として活躍してもらえる」として活躍してもらえる」として活躍してもらえる」

� 「「「「最低賃金レベル最低賃金レベル最低賃金レベル最低賃金レベルのコスト（学童保育のみ他の雇用者と同賃金）でのコスト（学童保育のみ他の雇用者と同賃金）でのコスト（学童保育のみ他の雇用者と同賃金）でのコスト（学童保育のみ他の雇用者と同賃金）で有能な人材を雇用有能な人材を雇用有能な人材を雇用有能な人材を雇用できるできるできるできる

のはありがたい」のはありがたい」のはありがたい」のはありがたい」

� 「高齢者に「高齢者に「高齢者に「高齢者に周辺業務周辺業務周辺業務周辺業務を担ってもらえることで、保育士や介護士が本業に専念できてを担ってもらえることで、保育士や介護士が本業に専念できてを担ってもらえることで、保育士や介護士が本業に専念できてを担ってもらえることで、保育士や介護士が本業に専念できて事業全体事業全体事業全体事業全体

としてのパフォーマンスとしてのパフォーマンスとしてのパフォーマンスとしてのパフォーマンスが上がった」等が上がった」等が上がった」等が上がった」等

� 「地域に友人はいなかったが、「地域に友人はいなかったが、「地域に友人はいなかったが、「地域に友人はいなかったが、新たに新たに新たに新たに

仲間仲間仲間仲間ができてよかった」ができてよかった」ができてよかった」ができてよかった」

� 「僅かながらも「僅かながらも「僅かながらも「僅かながらも年金以外の収入年金以外の収入年金以外の収入年金以外の収入が得らが得らが得らが得ら

れることで、旅行やおいしいものを食れることで、旅行やおいしいものを食れることで、旅行やおいしいものを食れることで、旅行やおいしいものを食

べるといったべるといったべるといったべるといった新たな楽しみ新たな楽しみ新たな楽しみ新たな楽しみができた」ができた」ができた」ができた」

� 「何よりも「何よりも「何よりも「何よりも生活のハリ生活のハリ生活のハリ生活のハリができて、ができて、ができて、ができて、規則規則規則規則

正しい生活正しい生活正しい生活正しい生活に戻った、就労のある日はに戻った、就労のある日はに戻った、就労のある日はに戻った、就労のある日は

身だしなみを整え、身だしなみを整え、身だしなみを整え、身だしなみを整え、気分的にもハリ気分的にもハリ気分的にもハリ気分的にもハリをををを

感じる」感じる」感じる」感じる」

� 働き始めてから働き始めてから働き始めてから働き始めてから健康になった健康になった健康になった健康になった 等等等等

事

業

者

就

労

シ

ニ

ア

就労シニアが生きがい就労を経験して感じた変化（n=160,複数回答）

資料：東京大学高齢社会
総合研究機構調べ

７．生きがい就労事業以降の展開
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「生涯現役社会の実現に向けた就労のあり方に関する検討会」
（2013/2〜6）（座⻑：大橋勇夫 中央大学大学院教授）

【提言】 プロットフォーム・コーディネーター設置の推進モデル事業の必要性 他

「生涯現役社会の実現に向けた雇用・就業環境の整備に関する検討会」
（2014/11〜2015/6）（座⻑：清家篤 慶應義塾⻑）

【提言】 地域における多様な雇用・就業機会の確保
地方自治体を中心とした地域のネットワーク（協議体の設置等）の下で、地域の課題に対
応した多様な形態による雇⽤・就業機会を掘り起こして企業退職者等に提供する仕組みを、
全国に展開していくことが必要 他

厚生労働省（国政） 柏市・東大・UR

「生きがい就労事業」の創成・展開
（2009〜13）

「地域人づくり事業」（2014-15） 柏市セカンドライフプラットフォーム事業（2014〜15）

「生涯現役促進地域連携事業」
（2016-）

（報告・進言）

（報告・進言）

採択採択採択採択

柏市「生涯現役促進地域連携事業」（2016〜）
採択採択採択採択

内閣官房 「⼀億総活躍社会に関する意⾒交換会」
（2015.11.17）

（報告・進言）

（報告・進言）
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【厚生労働省】 生涯現役促進地域連携事業

生涯現役促進地域連携事業（厚生労働省、2016〜）

少⼦高齢化が進展し、労働⼒不⾜が課
題となっている中で、働く意欲のある高齢
者が能⼒や経験を生かし、年齢に関わり
なく働くこと ができる生涯現役社会を目
指して…

地方自治体が中心となって構成される「協
議会」等からの提案に基づき、地域におけ
る高齢者の就労促進に資する事業を幅広
く実施。

生涯現役促進地域連携事業生涯現役促進地域連携事業生涯現役促進地域連携事業生涯現役促進地域連携事業

地域マップ地域マップ地域マップ地域マップ

2019/9現在
（25都道府県・37市区町村）

中泊町
平内町

仙台町

福井県

大町市

各務原市

静岡市

犬山市

新城市
滋賀県新宮市

出雲市

浦添市 南城市
29

陸前高田市

松本市

香川県

佐賀県
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専門性高い仕事
（賃⾦高い）

単純・軽易な仕事
（賃⾦低い）

企業ニーズ
強い仕事

地域ニーズ
強い仕事

ハローワーク

⺠間派遣・紹介

シルバー人材センター

専門性高い仕事
（賃⾦高い）

単純・軽易な仕事
（賃⾦低い）

企業ニーズ
強い仕事

地域ニーズ
強い仕事

⺠間派遣・紹介

ハローワーク

シルバー人材センター

生涯現役促進地域連携事業
（協議会）

未開拓
（空洞化）

これまで これから

■生涯現役促進地域連携事業の展開イメージ（本来の意味）

地域（自治体及び関係機関）が⼀丸となって、
高齢者の⼒を地域課題の解決に活かす活動を展開（＝活躍の場を拡げる）

地域（自治体及び関係機関）が⼀丸となって、
高齢者の⼒を地域課題の解決に活かす活動を展開（＝活躍の場を拡げる）
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＜参考①＞【神奈川県】 人生100歳設計図プロジェクト①

生涯現役マルチライフ推進プロジェクト（2018〜）
「かながわ人生100歳時代ネットワーク」

＝県、市町村、大学、⺠間、NPO等が情報を共有し、
協働して取組みを進めていくためのネットワーク

【目的】 「人生100歳時代」において、県⺠⼀人ひとりが自分
自⾝の人生の設計図を描き、生涯にわたり輝き続けることがで
きる社会を実現するため、新たな資格・スキルを学べる場や機
会を「つくり」、また、活躍できる場に「つなげる」しくみを創出し
ます。

読売新聞朝刊
2018.3.30
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＜参考①＞【神奈川県】 人生100歳設計図プロジェクト③

http://www.pref.kanagawa.jp/docs/k8d/100ylife/life_network.html#H30houkoku

資料：かながわ人⽣100歳ネットワークHPより
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＜参考②＞【埼玉県】 「シニア案内士」養成事業

「シニア案内士」養成事業スタート！（2018〜）

34

＜参考③＞50代の未来を応援する「定年後研究所」の発⾜！

⼀般社団法人「定年後研究所」（2018〜）

https://www.teinengo-lab.or.jp/

【JST／未来社会創造事業】
労働人口減少を克服する"社会活動寿命"の延伸と人の生産性を高める「知」の拡張の実現

35http://www.jst.go.jp/mirai/jp/program/sustainable/index.html#theme02

2018年度採択

4 遠隔操作型対話ロボットによる知の質と量の向上
⽯⿊ 浩（大阪大学 先導的学際研究機構 共⽣知能システム研究センター　センター⻑・教授（基礎⼯学研究科））

5 ICTを活用した、協調に関わる技能とチームスキルの継承支援
植田 一博（東京大学 大学院総合文化研究科　教授）

6 「⾝体知」の可視化と伝承
小池 康晴（東京⼯業大学 科学技術創成研究院　教授）

7 知識ダイナミクス社会の実現のための知識基盤の構築
武田 英明（情報・システム研究機構 国⽴情報学研究所　教授）

8 人材の多様性に応じた知的生産機会を創出するAI基盤
檜山 敦（東京大学 先端科学技術研究センター　講師）
2017年度採択

1 学習アナリティクス基盤の拡張による多世代共創及び社会活動支援
木實 新一（九州大学 基幹教育院　教授）

2 認知科学と制御工学の融合による知能化機械と人間の共生
鈴木 達也（名古屋大学 大学院⼯学研究科　教授）

3 「知」の循環と拡張を加速する対話空間のメカニズムデザイン
⾕⼝ 忠大（⽴命館大学 情報理⼯学部　教授）

2017年度〜



【JST／未来社会創造事業】
労働人口減少を克服する"社会活動寿命"の延伸と人の生産性を高める「知」の拡張の実現

36http://www.jst.go.jp/mirai/jp/program/sustainable/index.html#theme02

ニッセイ基礎研究所 ジェロントロジー推進室 主任研究員 前田展弘
（東京大学高齢社会総合研究機構 客員研究員）

2019年10月17日


